




「地方独立行政法人三重県立総合医療センター中期目標（素案）」に対して寄せられたご意見について
【パブリックコメントの結果】

地方独立行政法人三重県立総合医療センター中期目標（素案） 県民の皆様からのご意見 ご意見に対する県の考え方（案）

資料２

２ 非常時における医療救護等

大規模災害の発生等非常時には、県全体の医療提供体制を確保するため、
県民に対するセーフティネットの役割を的確に果たすこと。

（１）大規模災害発生時の対応

東海地震、東南海・南海地震など大規模災害発生時には、医療救護活動の
拠点としての機能を担うとともに、災害時医療支援チーム（ＤＭＡＴ）の派遣など
医療救護活動に取り組むこと。

また、基幹災害医療センターとして、ＤＭＡＴなどの要員の育成や災害医療訓
練を行うなど大規模災害発生時に備えた機能の充実を図ること。

（２）公衆衛生上の重大な危機が発生した場合の対応

新型インフルエンザ等の新たな感染症が発生した場合には、知事の要請に応
えて患者を受け入れるなど、迅速に対応すること。

３ 医療に関する地域への貢献 <意見３> <意見３>に対する回答
地域医療を支える他の医療機関と密接に連携し支援することにより、地域の
医療機関からも信頼される病院となること。

（１）地域の医療機関との連携強化
地域連携クリニカルパスの活用など病病連携・病診連携を推進し、県民に適
切な医療を提供できる体制を構築すること。

（２）医師不足等の解消への貢献
へき地医療拠点病院として、へき地の医療に対する支援体制を充実するとと
もに、医師不足の深刻な公立病院に対して医師を派遣するなど、地域の医療提
供体制の確保に貢献すること。

１ 地域医療が抱える大きな課題は２つあります。１つは、「勤務医不足」
で、もう１つは「高齢化による疾病構造の変化」です。

２ 本中期目標（素案）では、総合医療センターはへき地医療支援拠点とし
て「医師不足の深刻な公立病院への医師派遣」を目標として掲げられてい
ますが、緊急避難的な一時的な派遣を中期目標としても、地域の「勤務医
不足」の根本的な解決にはならないと思います。

３ 「勤務医不足」のきっかけは、「新臨床研修医制度」にあると言われて
います。「新臨床研修医制度」のために大学医局から派遣してもらってい
た医師が県立病院から戻されたことが直接的な原因ですが、それは県立
病院の人的基盤が大学医局に依存したいかに脆いものであったかという
ことの裏返しでもあります。

４ よって、この「勤務医不足」の根本的な解決には一定の期間がかかって
も、県立病院自身が「勤務医」を育てる環境をつくることにつきると思いま
す。

総合医療センターの独法化にあたっては、高度・特殊医療や政
策医療に関する様々 な取組や魅力ある研修プログラムの構築な
どを通して、優れた医療人材の確保や育成を行い、今以上に多く
の臨床研修医や指導医等が集まる病院にしたいと考えています。

例えば、平成２３年４月から三重大学と連携して総合医療セン
ター内に設置された大学院は、勤務しながら大学院生として生活
習慣病、がんの臨床に結びつく研究などができ、医学博士を取得
し、引き続き臨床、研究、留学の道が開けるなど魅力ある研修プロ
グラムを実践しています。

このように、若い医師に魅力ある研修プログラムを提供したり、
優秀な指導医を確保するためには、三重大学との連携は欠かせ
ないものであると考えています。

５ 総合医療センターには、中期目標としてこれからの人材基盤の強化の
ため、初期研修を終えた若手医師をひきよせ、地域に定着させる魅力の
ある研修プログラムと、地域医療へ貢献できることの魅力を伝えられる優
れた指導を期待します。

６ また、三重大学との連携は維持しながら、三重大学以外へも連携先を
広げ、独自の「勤務医確保」のルートを開拓していくことを期待します。
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